


































7が，何千人もの死刑囚の首を斬ったといわれる処刑刀をふりあげて， "Willst du 
kussen das blanke Schwert， das der liebe Gott beschert?“ と歌いながら， ハイネ
をふざけて脅やかしたとき，刀にはしない，赤毛のゼーフヒェソにするよ，と云ってや







集 "Buchder Lieder“切中の詩篇 "JungeLeiden“ ( 1817~1821 ) には，いたるところこ
のヨゼーファ体験の怪奇な基調が現われており， Tod， Grab， Blut， Galgen などの





















1m I-lirn spukt rnir ein Marchen wunderfein， 
Und in dem Marchen klingt ein feines Lied， 
Und in dem Liede lebt und webt und bluht 
Ein wunderschones， zartes Magdelein. 
Und in dem M語gdleinwohnt ein Herzch巴1 klein， 
(2) 1827年10月出版 "JungtLeid巴n“のほか"LyrischesIntermezzo" "Di巴Heirnkehrぺ
"Aus der Harzreise'ぅ"DieNordsee“の各詩1訴を含む。
(3) 1. Bd. Heinrich Heine (geschrieben von Hartwig Jess)S.23. 
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Doch in dem Herzch巴11keil1e Liebe gluht; 
1n dieses lieblos frostige Gemut 
Kam Hochmut l1ur und Uebermut hinein. 
(Fresko-Sonette an Christian S. Nr. 4) 
Doch sie， die mich am meisten 
Gequalt， geargert betrubt， 
Die hat mich nie gehasset， 




























でな く て ， 叔父や母の助言に従ったのである。しか し，法律学もハイネにと っては， ~く










女神は私にとって，誠実な，慰めを与えてくれる友となったのだ。 J(Brief an Ch. Se-









Aus dem gebrochnen Herzen fuhl' ich fliessen 
Mein heisses Blut， ich fuhle mich ermatten， 
Und vor den Augen wird's mir trub und truber. 
Und heimlich l:chauernd sehn' ich mich hinuber 
Nach jenem Nebelreich， wo stile Schatten 
Mit weichen Armen liebend mich umschliesl:en. 
(Fresko-Sonnete an Christian S. Nr. 9) 
ハイネの口伝的色彩が随所に認められる Schnabelewopski(前述)の中に宿屋の主





























いたかが理解されるべきであろう。百Ii述の "Sie!iebt mich nicht!“という言葉がもっ天
国と地獄の想念は，とりもなおさず夢と現実の救いようのない葛藤を意味しなければな
らない。 "Memoiren“のヨゼーフ 7からアマーリエの記述に移る個所で， ハイネは衣







Ei! kennt ihr noch das alte Lied， 
(6 ) ベ リシテ人という怠味のほかに，狭量で夢をもたない俗物の怠味をかねている。
Das einst so wild die Brust durchgluht， 
Ihr Saiten， dumpf und trube? 
Die Engel， die nennen es Himmelsfreud'， 
Die Teufel， die nennen es HりIlenleid，








さにこの相反の世界の Einklang として理解されなければならない。 この特殊な
Einklangは恋愛感情そのものの直接的な表現をとらずに， 詩人を恋人に裏切られたJ









だ。 J(Schnab. Kap. XII) 
と云っていること，そして，これがハイネ白身のこととして解されることから， "Grab“ 
は夢の国に通ずる入口としても用いられていることが推察されるのである。
Er hat verloren seinen Schatz， 
Drum ist das Grab der beste Platz， 
Wo er am besten liegen mag 
Und schlafen bis zum Juugslen Tag. 
(Der arme Peter 3) 
こういう暗い傾向は，ヨゼーファ体験や Romantikの影響， 更にはアマーリエに対
する失恋の深さだけでは説明できない。詩人のー駄が虚弱で酒も煙草ものめない，兵









SchりneWiege meiner Leiden， 
Schones Grabmal meiner Ruh'， 
Schone Sladt， wir mussen scheiden 
Lebe wohl! ruf' ich dir zu. 
(Lieder 5) 
さて，アマーリエは1820年フリ ートレソダーという地主と婚約し，その翌年には結婚
しているが， 1822年から1823年にかけて作られた詩篇 "Lyrischcs1 ntermezzo“のもや
はりアマーリェ体験と結ひ.ついているという点では，以前の恋愛詩と共通している。し
かしここでは，以前のものたとえば "Traumbilder“ の 6，7， 8或いは， "Don 




ち Nr.1~1l までは，，，Im wunderschonen Monat Mai“(Nr.1)， "Lotosblume“(Nr.10) 
などを含む比較的明るい美しい恋歌で，いわば恋の序奏とでもいうべきものであるが，
Nr.12~19 までになると，突然恋の破綻 "Du lieb~ t mich nicht“(Nr. 12)が現われ，
"Ich grolle nicht " (Nr.18) などのように他の男と結婚した恋人に対する lronie
が歌になる。 Nr.20~28 は，それが怨訴調になり，更に白潮や大組な官能的な夢想、詩
(Nr. 29~36)に移ってゆく。 Nr. 37~46 になると，裏切った恋人の追憶が悲痛な暗い内
容を伴って歌われ恋人は混と夢の中に現われる。 Nr.47~53 は再び怨訴調になり Nr.53





















Die blauen V巴ilchender Augelein 
Die roten Rosen der Wangelein， 
Die weissen Lilien der H語ndchenklein， 
Die bluhen noch immerfort， 
Und nur das Herzchen ist verdorrt. (Nr.30) 

















(8) この詩篇の内容は恋愛詩のほか，いわゆる "Seebilder“(Nr.7-12) "Landschafts-
und Stadtebilder" (Nr. 82-87)， "Stimmungsbilder“(N r.5， 28， 29， 37)などを含む。
この頃はすでに Heineの両親は Dusse1dorfから Hamburgに移住している。
44 
Aber wer z山 1zweilen Male 
Glucklos liebl， der ist ein Narr. 
Ich， ein solcher Narr， ich liebe 
Wieder ohne Gegenliebe! 
Sonne， ]¥在ondund Slerne lachen， 




なり 1{J.る。例えば，体験感↑la?と詩的感↑f?との関係にふれて， ハイネの伝記作者ハノレ トヴィ
ヒ・イエスなどは， i彼(ハイネ)が1分の荒れ狂い，引き裂かれ，すさんだ心が，どんなに
宥められ，癒され，T1tめられることを必要としているかを表白している前の手紙(9.Nov. 
















ない。なぜなら J凶 ge Leiden“中の "Die Grenadiere"， "Intermezzo“中 の

















「私は確かに Romantikに紋紹的な攻繋を加えたことがあるが，しかし私自身は 依 然
として Romantikerで、あった。 しかも私I身が思っていたよりも高い程度でそうであっ
た。 私がドイツの romantische Poesieの芯・味に致命的な打勝を与えた後で，(10) あの
Romantikの夢の国の子Tい花に対する限りない位僚がjrfび私1:1身を襲ったのだ。それで
私は魔法のラウテを手にとり歌を歌いながらかつてこよなく愛したメ ロディ ーのあらゆ
る優雅な誇張， あらゆる月光の陶酔，あらゆる花と咲く ナイチソゲーノレの妄想 (alem
uluhenden Nachtigalen-Wahnsinn)に身をゆだねたのである。 J(Gest亙ndnisse，5. 
Bd. S. 327) という言葉のように，詩人として己れの体験 した感情を I:J出な幻想の翼にの
せて最大限に飛升させることによって詩作の素材としたであろうことと本質的な差はな
い。しかし，詩人のこういう傾向を否定的に解釈するのは当を得ているとはいえないで
あろう otl'J ~O司を表現する場合は， どんなに詩人が形式に苦心しても非難されはしない
し，また，詩を作るために，意識的に感情をよみがえらせ或いは高揚させることがあって
も，それは詩人の権利である。 作品さえ優れたものであれば，それはそれと しての側値が








(10) "Die Romantik“geschriel児 n1819 
46 
の中に優れた作品がみられる。
片思いに終始し， それでもなお忘れられない怪僚の念をハイネは "Kom吋 ie“(Die
Heirnkehr Nr. 44) と称して白日朝しているが，人妻になったアマーリエに対する止み難
い思慕の↑，'fを表現した衣の詩はアマーリ エ体験を索材にした数多くの作品の中でも佳作
と呼んでいいものであろう 。
Die Jahre kommen und gehen， 
Geschlechter steigen ins Grab， 
Doch nimmer vergeht die Liebe， 
Die ich im Herzen hab'. 
Nur einmal noch mochf ich dich sehen， 
Und sinken vor dir aufs Knie， 
Und sterbend zu dir sprechen: 
Madame， ich liebe Sie! (Die Heimkehr Nr.25) 
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